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台風２号に伴う前線豪雨出水概要＜速報＞

霞ヶ浦河川事務所

※水位、雨量データなどは速報値のため、今後変わる可能性があります。

■水戸地方気象台ＨＰ：https://www.data.jma.go.jp/mito/index.html
「令和５年台風第２号と前線による６月２日から３日にかけての大雨に関する茨城県気象速報」

＜参考＞
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令和５年６月２日 台風２号に伴う前線豪雨出水概要
◆降雨概要

台風第２号の進行に伴い、海上の湿った空気が前線へと流れ込み、関東地方の各地で大雨となった。霞ヶ浦流域においても、２日未
明から降り始めた雨が、前線の通過に伴い最大５０㎜を超える強い雨が降り、流域平均で２３９㎜の大雨となった。

最大時間雨量累加雨量所在地観測所名

２３mm/h  (6/2,17:00)１５２mm茨城県桜川市岩 瀬

１８mm/h  (6/2,17:00)１４８mm茨城県桜川市真 壁

５４mm/h  (6/2,24:00)２８９mm茨城県土浦市藤沢新田

４４mm/h  (6/2,24:00)２７０mm茨城県石岡市恋瀬川

４５mm/h  (6/3,1:00)３１５mm茨城県小美玉市小川

２６mm/h  (6/3,2:00)２４４mm茨城県龍ケ崎市小野川

３２mm/h  (6/2,22:00)２７８mm茨城県美浦村木 原

３０mm/h  (6/3,2:00)２２８mm霞ヶ浦(西浦)湖心湖 心

３８mm/h  (6/2,18:00)２５８mm茨城県行方市白 浜

３４mm/h  (6/2,18:00)２３５mm茨城県潮来市潮 来

２日（金）１７時 ３日（土）０時 ３日（土）３時

＜レーダ雨量（ＸＲＡＩＮ）【統一河川情報】＞
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２日（金）１８時 ３日（土）３時

◆天気図【気象庁ＨＰ】

令和５年６月２日 台風２号に伴う前線豪雨出水概要

◆台風経路図【防災気象情報（日本気象協会）】

降り始めからの総雨量

＜レーダ雨量（ＸＲＡＩＮ）【統一河川情報】＞
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◆水位概要

令和５年６月２日 台風２号に伴う前線豪雨出水概要

新横利根白浜出島観測所

1.502.602.60氾濫危険水位

水 位

－2.502.50避難判断水位

1.402.102.10氾濫注意水位

1.301.501.50水防団待機水位

1.342.012.05

6/26/46/4最高水位

22:004:005:00

約1.6時間継続中継続中水防団待機水位

継続時間
－－－氾濫注意水位

－－－避難判断水位

－－－氾濫危険水位

出島水位観測所、白浜水位観測所及び新横利根水位観測所で水防団待機水位を超過。
新横利根水位観測所で、一時的に水防団待機水位を上回るとともに、常陸利根川では常陸川水門の開門操作を３日午前５時頃から午後１３ 時頃

まで約８ 時間解放したものの、じわじわと本川の水位上昇がはじまり、４日の午前４時に白浜水位観測所、午前５時に出島水位観測所でピークに達

し、その後も高い水位を維持しながら徐々に水位が低下。

最高生起日時洪水名称順位

2.621991/10/14 3:00平成3年 台風２１号、風浪1

2.431991/9/21 21:00平成3年 台風１７号～１９号豪雨風浪2

2.372004/10/11 7:00平成16年 台風２２号及び豪雨3

2.171986/8/7 9:00昭和61年 台風第１０号及び豪雨4

2.061961/7/1 13:00昭和36年 年最高水位5

2.052013/10/17 20:00平成25年 台風２６号6

2.031971/9/9 17:00昭和46年 年最高水位7

2.011985/7/3 9:00昭和60年 年最高水位8

1.992004/10/22 23:00平成16年 台風２３号9

1.981996/9/23 22:00平成8年 台風第１７号10

最高生起日時洪水名称順位

2.601991/10/13 23:00平成3年 台風２１号、風浪1

2.421991/9/21 18:00平成3年 台風１７号～１９号豪雨風浪2

2.362004/10/11 4:00平成16年 台風２２号及び豪雨3

2.271971/9/13 1:00昭和46年 年最高水位4

2.171986/8/7 7:00昭和61年 台風第１０号及び豪雨5

2.092006/10/8 16:00平成18年 豪雨6

2.092006/10/8 16:00平成18年 風浪7

2.081966/7/2 9:00昭和41年 年最高水位8

2.072013/10/17 18:00平成25年 台風２６号9

2.011985/7/3 9:00昭和60年 年最高水位10

出島水位観測所 ランキングデータ【水文水質ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ】 白浜水位観測所 ランキングデータ【水文水質データベース】

5



令和５年６月２日 台風２号に伴う前線豪雨出水概要

6



◆事務所体制等

●6月2日（金） 17時30分 注意体制
：台風第２号は６月３日１５時頃にかけて関東地方に接近、今夜風雨が強くなるおそれがあり水位がさらに上昇する見込みであるため

●3日（土） 6時20分 排水ポンプ車派遣（稲敷市鳩崎）
●3日（土） 10時20分 排水ポンプ車派遣（稲敷市西の洲）
●3日（土） 18時40分 排水ポンプ車派遣（潮来市潮来）
●4日（日） 8時20分 排水ポンプ車派遣（かすみがうら市柏崎）

●6月6日（火） 15時30分 体制解除

：水位が徐々に下降、今後、まとまった雨の予報もなく、各出張所による巡視の結果、河川管理施設に異常が認められないため

令和５年６月２日 台風２号に伴う前線豪雨出水概要

◆沿川自治体避難情報等

避難指示土砂災害警戒情報自治体名

3日 1:262日 23:30土浦市

3日 0:302日 23:30石岡市

3日 1:443日 3:15鹿嶋市

3日 7:323日 3:15潮来市

－3日 1:30稲敷市

2日 23:102日 22:30かすみがうら市

避難指示土砂災害警戒情報自治体名

3日 4:133日 3:15神栖市

3日 0:082日 22:30行方市

2日 23:142日 21:55鉾田市

－2日 23:30小美玉市

－2日 21:55美浦村

3日 2:132日 21:55阿見町
7



6/3(土)18時40分
潮来市潮来（前川）

6/3(土)10時20分
稲敷市西ノ洲

6/3(土)6時20分
稲敷市鳩崎

6/４(日)8時20分
かすみがうら市柏崎

6/3(土)11時35分
かすみがうら市田伏
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・排水量：30m3/min(7.5m3/min×4台) 排水距離 ：50ｍ

・全揚程：10ｍ ポンプ口径：φ200mm ポンプ重量：37kg/台

・車両寸法：全長7570㎜×全幅2240㎜×全高2720㎜

・車両総重量：7690ｋｇ

・配置場所：災対車車庫（旧：潮来出張所）

・排水量：30m3/min(7.5m3/min×4台) 排水距離：50ｍ

・全揚程：10ｍ ポンプ口径：φ200mm ポンプ重量：37kg/台

・車両寸法：全長8430㎜×全幅2370㎜×全高2870㎜

・車両総重量：9760kg

・配置場所：災対車車庫（旧：潮来出張所）

自動車運転免許 ： 中型免許以上が必要
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  国関整霞管第３１号 

 令和５年６月７日 

  霞ヶ浦流域大規模氾濫に関する減災対策協議会 

 各構成団体  様 

国土交通省関東地方整備局 

 霞ヶ浦河川事務所長[押印省略] 

令和５年度災害対策用機器操作講習会の実施について 

 標記について、別紙のとおり操作講習会を開催しますので、参加をお願いします。 

    参加予定者は別紙申込書に記載の上、提出してください。（ＦＡＸ可） 

 なお、提出は、令和５年６月２２日（木）１６：００までにお願いします。 
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令和 ５年 ６月 ７日 

国土交通省関東地方整備局 

霞 ヶ 浦 河 川 事 務 所 

令和５年度 災害対策用機器操作講習会の実施について 

●目 的

「霞ヶ浦流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」の取組方針にある「一刻も早い生活再建及び社

会経済活動の回復を可能とするための排水活動の取組」に基づき、災害対策用機器の派遣時に、機器を

適切に操作することで災害復旧活動を円滑に実施できるように、災害対策用機械の操作訓練を実施す

るものです。 

●開催日時 令和５年６月２８日（水） 講習時間  １０：００～１２：３０（受付９：４５～） 

●会  場   千葉県香取市本宿耕地地先（「水の郷さわら」） 

 集合場所「緊急船着場」  

 別紙カリキュラムの受付時間までに各自お集まりください。 

●対象機器 排水ポンプ車（３０ｍ3/ｓ級、軽量型）、照明車（２５ｋＶＡ） 

●講習内容 ①災害対策用機器の運転、操作に関する実技

②災害対策用機器の貸付に関する説明

●注意事項  1)雨天でも講習会は開催しますが、洪水、地震等が発生した場合は講習延期とします。

講習延期の決定は、前日の 17 時の気象条件により判断し、メール、電話等により連絡

しますので、緊急時の連絡先を別紙参加申込書に記載いただきますようお願いしま

す。また、災害が発生した場合、急遽中止とする場合があります。 

2)作業服、ヘルメット、安全靴、手袋、雨具、飲み物等は各自準備してください。

3)安全にはくれぐれも注意して事故のないように受講をお願いします。

●申込期限  令和５年６月２２日（木）１６：００までに参加申込書に記載の上、送付（ＦＡＸ可）

をお願い致します。なお、参加希望無しの場合でも申込書の送付をお願い致します。 

●申込、問合せ先  国土交通省関東地方整備局 霞ヶ浦河川事務所 

管理課 塩崎 Tel：0299-63-2418 FAX：0299-63-2498 

E:mail  shiozaki-m8310@mlit.go.jp 

●その他  なお、本講習は（社）全国施工管理技士連合会の継続学習制度（CPDS）に登録予定です。

詳細については、当日までにお知らせ致します。
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災害対策用機器操作講習会 

参加申込書 

参加希望の有無に○をつけてください。 

参加希望： 有   無 

参加の場合は、下記の欄に参加希望者を記入してください。 

参加者は、１団体最大 2名までとします。 

ＣＰＤＳへの登録を希望される方は、ＣＰＤＳ希望の有無欄に○を記載ください。 

【緊急時の連絡先】 

荒天による災害出動等により延期となる場合がございますので、代表者の緊急連絡先をご記入く

ださい。 

所 属： 

氏 名： 

ｄ 

ＴＥＬ： 

ＦＡＸ： 

E-mail：

所 属 参加者名 CPDS 希望の有無 備 考 
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日時　令和５年６月２８日　　１０：００～１２：３０

場所　千葉県香取市本宿耕地地先　水の郷「さわら」

川の駅　２F災害対策支援室　他

１０：００～１０：１５ 講習会開会式（２F災害対策支援室）

開講挨拶

講習内容の説明

１０：１５～１０：３０ 災害対策用機器の貸付に関する説明

１０：３０～１０：５０ 災害対策用機器の操作説明（座学）

１１：００～１１：４０ 実技講習（緊急船着場）

１１：４０～１２：２０ 実技講習（緊急船着場）

１２：２０～１２：３０ 質疑応答

１２：３０ 講習会終了

講　習　内　容
照明車
(25kVA)

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車
（軽量型）

備　　考

9:45 ～ 10:00

10:00 ～ 10:15

10:15 ～ 10:30

10:30 ～ 10:50

11:00 ～ 11:40 Ａ班 Ｂ班

11:40 ～ 12:20 Ｂ班 A班

12:20 ～ 12:30

12:30

・受講生は、２班（Ａ班、B班）に分かれて受講する。

緊急船着場

全員

全員

受 付

「川の駅」
災害対策支援室

講習会開会式

災害対策用機器の
操作説明（座学）

災害対策用機器の
運転、操作の実技

災害対策用機器の
運転、操作の実技

全員

全員

全員

全員

質疑応答

講習会終了

災害対策用機器の
貸付に関する説明

令和５年度　災害対策用機器操作講習会

講習会スケジュール

カリキュラム
地方公共団体等

13



Ｎ

佐原駅

利根川下流河川事務所
利根川→

至

小
見
川

至

成
田

ＪＲ 成田線

３５６

東関道 香取佐原

ＩＣ

Ｎ

講
習
会
場

水の郷
さわら

14



『川の駅』

「川の駅」に
入った２階

入
口

多目的研修室（集合場所）案内図

（注）一般の方の来館もあるため、

「川の駅」正面の駐車場への駐車

はご遠慮ください。

駐 車 場
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緊急船着場
（実技会場）

参加者駐車場集合場所
（川の駅２階災害対策支援室）

講習会場案内図
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① 国土交通省による都道府県指定河川の予測水位情報の提供により、早期に洪水予報が可能となる
河川数：施行後５年間で約900河川

② 国等が行う洪水等の予報を補完する予報のニーズに対応する予報業務許可事業者の数 ： 土砂崩
れ０者、洪水０者（2023年）⇒土砂崩れ10者、洪水30者（2028年）

① 都道府県指定洪水予報河川の洪水予報の高度化 【水防法・気象業務法】

○ 国土交通大臣は、都道府県知事の求めに応じ、国指定河川の水位を予測する
過程で取得した都道府県指定河川の予測水位情報を提供（※）。

○ 都道府県知事と気象庁は、当該情報を踏まえ、共同して洪水予報を実施。

● 気象業務法及び水防法の一部を改正する法律（令和５年５月３１日法律第３７号）

背景・必要性

法律の概要

目標・効果

国・都道府県による予報の高度化 ― 国民の防災活動に資する「防災気象情報」の提供

民間事業者による予報の高度化 ― 多様なニーズに応じた「きめ細やかな予報」の提供

① 最新技術を踏まえた予報業務の許可基準の最適化 【気象業務法】

③ 予報業務に用いることができる気象測器の拡充 【気象業務法】

② 防災に関連する予報の適切な提供の確保 【気象業務法】

土砂崩れ 高潮 波浪 洪水

火山現象 土砂崩れ 津波 高潮 洪水

洪水

津波

（気象予報士の設置）

気象・土砂崩れ・
高潮・波浪・洪水

（気象予報士の設置）

気象・土砂崩れ・
高潮・波浪・洪水

（技術上の基準
に適合）

地震動・
火山現象・津波

（技術上の基準
に適合）

地震動・
火山現象・津波

改正前

予測手法に係る許可基準

（気象予報士の設置）

気象

（気象予報士の設置）

気象

（技術上の基準
に適合）

地震動・火山現
象・土砂崩れ・
津波・高潮・
波浪・洪水

（技術上の基準
に適合）

地震動・火山現
象・土砂崩れ・
津波・高潮・
波浪・洪水

改正後

② 火山現象に伴う津波の予報・警報の実施 【気象業務法】

○ 気象庁が実施する業務に「火山現象に密接に関連する陸水及び海洋の諸現象」
を追加し、火山現象に伴う津波の予報・警報を適確に実施。

○ 自然災害の頻発・激甚化や過去に例のない災害の
発生を踏まえ、防災対応のための国や都道府県が行う
予報・警報の高度化が求められている。

○ これらのニーズに対応する最新の技術進展（※）を踏まえ、自治体や住民、事業者等における様々な防災対応が
より適確に実施されるよう、官民それぞれにおいて、予報の高度化・充実を図る必要がある。

（※）国指定河川の洪水予報では本川・支川一体予測を可能とする技術が、民間ではコンピュータシミュレーションによる予測技術等が進展。

○ 加えて、洪水等に対する民間の事業継続等のため、
国等が行う予報を補完する局所的な予報（個々の事業者

等に向けた予報）のニーズも高まっている。

○ 土砂崩れ・高潮・波浪・洪水（気象の予測結果により予測可能な

現象）の予報業務の許可について、最新技術に基づく予測

手法の導入による予報精度の向上を図るため、許可基準を

新設し、気象庁長官が予測技術を審査。

・ 自ら気象の予測をしない事業者は、気象予報士の設置義務を免除。

・ 土砂崩れ・洪水の予測技術の審査には、国土交通大臣も関与。

検定済み測器の観測値を主としつつ、
簡易センサーによる観測値を補完的に利用して予報

過去に例のない海外の火山噴火に伴い、
津波が発生し船舶が転覆（令和４年１月）

検定済み測器

簡易センサー

シミュレーションによる
高度な予測技術を審査

【説明事項】
・国等の警報との違い
・予報の特性・誤差 等

【説明事項】
・国等の警報との違い
・予報の特性・誤差 等

○ 社会的な影響が特に大きい現象（噴火・火山ガス・土砂崩れ・津波・高潮・洪水）の
予報業務について、気象庁の予報等との相違による防災上の混乱を防止する
ため、事前説明を行った者のみへの提供を許可。（事前説明の義務付け）

○ 気象庁以外の者の警報の制限の対象に土砂崩れを追加。

○ 予報の精度向上を図るため、気象庁長官の確認を受けた場合には、
検定済みではない気象測器を予報業務のために補完的に用いること
を可能とする。

（※） 気象業務法の予警報制限を適用除外

令和元年東日本台風（千曲川）

令和２年７月豪雨 （球磨川）

気象等

都
道
府
県
指
定

洪
水
予
報
河
川

洪水予報河川のイメージ

国
指
定
洪
水
予
報
河
川

都
道
府
県
指
定

洪
水
予
報
河
川

許可事業者からサービス利用者に対し事前に説明

【公布:R5.5.31／施行:R5.5.31又は公布から６か月以内で政令で定める日】

17





令 和 ５ 年 ３ 月 ３ １ 日 

水管理・国土保全局  治水課 

「MIZBEステーション」はじめました！ 

○ MIZBE ステーション等の登録

 新たに整備する河川防災ステーションのうち、市町村等と連携し地域の土地利用と

一体となって、平時に多くの利活用が見込まれる２つの施設を MIZBEステーション

に登録し、来年度から整備に着手します。（新規整備施設）

 また、平時に多くの方々に利用され、地域活性化や地域の賑わいを創出している

９箇所の施設を MIZBE ステーションとして登録しました。（既存施設）

 加えて、４箇所の河川防災ステーションを登録し、来年度から整備に着手します。

（別添参照） 

○ MIZBE ステーション活用事例集の公表

 災害時に活用する施設は、平時から活用してこそ本来の機能を最大限活用できるもの

です。このため、平時利用は非常に重要であることからより一層の活用を促すため、

今回 MIZBEステーションに登録した９施設を事例集としてとりまとめ、公表しました。 

（URL：https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/index.html）

添付資料 

  別添 ・MIZBEステーションとは

・令和４年度「MIZBEステーション」「河川防災ステーション」登録箇所一覧

・飯山地区 MIZBEステーションの概要

・山吹地区 MIZBEステーションの概要

地域活性化や賑わいの創出に寄与する「MIZBEステーション」の登録

制度を新たに設け、この度、第１回の登録箇所として１１施設を選定   

しました。（新規整備２箇所、既存９箇所） 

また、河川防災ステーションも４箇所登録しました。 

問い合わせ先：国土交通省水管理・国土保全局 治水課 課長補佐 内田（内線：35516）河川技術係長 太田（内線：35553） 

代表：03-5253-8111 直通：03-5253-8454 
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MIZBEステーションとは

≪MIZBEステーションのポイント≫
①滞在のしやすさ
・駐車場やトイレ、テーブル、ベンチ等の休憩施設などの施設が充実

②地域連携

・地域活性化、賑わいの創出に寄与するレクリエーション施設、地域振興施設、文化・教養施設、
民間施設などが水防センターに併設または隣接

③アクセスのしやすさ
・幹線道路に面するなどアクセスしやすい立地環境

広い駐車場

MIZBEステーションの整備イメージ

河川 →

駐車場
（国）

幹
線
道
路

基盤整備基盤整備

整備の役割分担
黒：国
青：市町村

駐車場・トイレ・地域振興施設を備えたMIZBEステーション

従来型の河川防災ステーション

資機材の備蓄・
復旧活動等のスペース
※平常時は自治体が占用して活用

水防
センター・
トイレ

地域
振興
施設

道の駅

駐車場

MIZBEステーションを拠点とした自然体験活動例
レクリエーション

エリア

MIZBEステーションを拠点とした各種イベント実施例

国道

国道

水防多目的センター

水防センター（武道交流館） 民間商業施設と隣接

商業施設

MIZBE
ステーション

水防センター（武道交流館）

水防センター
（道の駅内）

道の駅

運動・教室スペース（エクササイズ）

県道

県道

防災啓発コーナー

◆河川防災ステーションは、災害時に緊急復旧活動や水防活動を迅速に行うための拠点となる施設です。
◆河川防災ステーションの上面などを活用した平時における市町村等の取り組みにより、地域活性化や賑わい
の創出が期待される河川防災ステーションを「MIZBEステーション」として登録します。

◆災害時と平時両面の機能を併せ持つMIZBEステーションは、水防関係者や住民などあらゆる関係者に活
用されることで「流域治水」推進の起点となり、また地域の賑わいの核として地域活性化を推進します。

別添
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令 和 5 年 4 月 1 4 日 

水管理・国土保全局 河川計画課 

自治体・企業等からの新規参加者を決定 

～ワンコイン浸水センサ実証実験～ 

 

○実証実験の参加者

今回の公募により、３４の自治体・１７の企業・団体等を追加参加者として、

決定しました。（別紙参照） 

今後は各関係者で調整し、浸水センサの設置を進めていきます。 

※参加者は令和５年３月末時点の状況であり、今後、追加・変更等が生じる

場合があります。

実証実験で設置した浸水センサの設置事例 

＜実証実験の目的＞ 

 近年、大雨による浸水被害や河川の氾濫が頻発しており、面的に浸水の状況

をいち早く把握し、迅速な災害対応を行うことが重要となっております。その

ため、浸水センサを用いてリアルタイムに浸水状況を把握する仕組みの構築に

向けて、民間企業と国や自治体等の様々な関係者が浸水センサを設置し、浸水

センサの特性や情報共有の有効性等を実証するものです。

※これまでの実証実験概要等は以下ＷＥＢサイトに掲載しています。

今後、参加者の追加等あった場合はこちらでお知らせします。

https://www.mlit.go.jp/river/gijutsu/wankoinsensa/index.html 

 浸水の危険性がある地域に浸水センサを多数設置し、リアルタイムにその状

況を把握する実証実験を実施しています。 

このたび、令和５年度に継続実施する実証実験において、追加のモデル地区

となる自治体、及びモデル地区において自らの施設等に浸水センサを設置・管

理する企業・団体等を公募により決定しました。 

【問合せ先】 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課 河川情報企画室 

企画専門官 外山(内線 35392)、係長 中村（内線 35394） 

代表 03-5253-8111 直通 03-5253-8446 

セ ン サ 部
セ ン サ 部

セ ン サ ・通 信 部

セ ン サ 部

セ ン サ 部

セ ン サ 部

通 信 部  

セ ン サ 部
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北海道美瑛町
北海道新得町 （株）水工リサーチ
北海道音更町 （株）北開水工コンサルタント
青森県鰺ヶ沢町 青森県県土整備部河川砂防課
宮城県大崎市 一般財団法人 日本気象協会
山形県中山町 （株）テイデイイー
山形県川西町 （株）テイデイイー
福島県伊達市 太陽誘電（株）
茨城県境町 一般財団法人 日本気象協会
群馬県高崎市 太陽誘電（株）

エヌエスティ・グローバリスト（株）
坂戸、鶴ヶ島下水道組合
朝日航洋（株）

エヌエスティ・グローバリスト（株）
坂戸、鶴ヶ島下水道組合
一般財団法人 日本気象協会

千葉県野田市 エヌエスティ・グローバリスト（株）
千葉県佐倉市 （株）広域高速ネット二九六
千葉県酒々井町 （株）広域高速ネット二九六
岐阜県大垣市 （株）オリエンタルコンサルタンツ
静岡県磐田市
静岡県函南町 エヌエスティ・グローバリスト（株）

（損害保険ジャパン（株））

（中央大学研究開発機構）

（あいおいニッセイ同和損害保険（株））

セイコーインスツル（株）
愛知県豊田市
三重県津市 AIG損害保険（株）
三重県桑名市
兵庫県姫路市 旭光電機（株）

（中央大学研究開発機構）

（オプテックス（株））

（東京海上日動火災保険（株））

兵庫県豊岡市 （株）オーク 
兵庫県三田市 旭光電機（株）
兵庫県朝来市

（ワンコイン浸水センサ実証実験共同体）

喜多機械産業（株）
兵庫県養父市
島根県江津市
島根県川本町
岡山県岡山市 国立大学法人岡山大学
（徳島県美波町） 喜多機械産業（株）
高知県四万十市
高知県いの町
福岡県久留米市
（佐賀県神崎市） （（有）ジョイックス交通）

大分県日田市
宮崎県都城市
※（ ）は令和4年度からの継続参加者。
※令和5年3月末時点の参加者であり、今後、追加・変更等が生じる場合があります。

埼玉県川越市

埼玉県坂戸市

自治体名

ワンコイン浸水センサ実証実験 令和5年度参加者一覧（令和5年3月末時点）

企業・団体名（代表者）
※左記自治体内でセンサを設置する企業・団体等

（兵庫県南あわじ市）

（兵庫県加古川市）

（愛知県岡崎市）

別紙
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避難指示が
発令されました。
避難指示が

発令されました。
避難指示が

発令されました。

ひ な ん  し じひ な ん  し じひ な ん  し じ
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